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１．背景と目的
2017 年 3 月に学習指導要領が改訂され、高等

学校では探究を通して理解を深める「古典探究」
「地理探究」「日本史探究」「世界史探究」などが
新たに設けられると同時に、探究を通して課題を
発見し解決していくために必要な資質・能力の育
成を目的とする「総合的な探究の時間」や「理数
探究基礎」「理数探究」が設定された ( 文部科学省、
2018)。探究的学びについては、問題解決を繰り
返す探究的学びを通して変化の激しい社会に対応
できる資質・能力を育成する目的で平成 10 年に
小中高等学校に「総合的な学習の時間」が導入さ
れたが、探究的学びの質と成果に学校間で差がみ
られることが指摘されつづけるなか、全国学力学
習状況調査の結果から探究的学びの質と学力との
関係が示されたことから、今回の改定で探究学習
の質が教育現場で改めて問われることとなった。

このように変化の激しい社会に対応できる資
質・能力を育成するために学校教育に導入された
探究的学びだが、これまで多くの課題が指摘され、
大前 (2019) は小学校段階では基礎的な知識と技能
の習得に時間が割かれ、探究の過程ごとに必要な
技能「探究のスキル」の習得が不十分であるとし、
今村ら (2016) は児童が難しいと考える探究のプロ
セスが「実験結果を見通す」「問題意識を持つ」「仮
説を立てる」「実験方法を考える」など演繹的思
考が必要とされる項目であるとしている。これら
の課題に対処するため著者は、教員志望学生の探

究スキルと指導力向上と児童の探究スキル育成の
両立を目的として、2019 年より小学生を対象と
した夏休み自由研究相談会を開催している。

昭和 22 〜 26 年には学習指導要領に盛り込まれ
ていた自由研究だが、それ以降は廃止され、現在
は文部科学省によって定められたものではなく学
校が自主的に取り組むものとなった。そのため、
宿題として課す学校もあれば課さない学校もあり、
内容も、収集物や工作の展示や、教材キットにし
たがった研究、探究的な研究など多岐にわたるが、
海野・安藤（2007) が自由研究を「児童・生徒の
疑問や興味・関心があるテーマを必要に応じて教
師の支援を受けながら行う探究的な学習活動」と
定義するように、課題の設定が児童に委ねられる
自由研究は、児童が教科や総合的学習で習得した
探究スキルを活用する絶好の機会と捉えることが
できる。

自由研究の教育効果について安藤 (2007) は、中
学校理科教師へのアンケート調査から「白然事象
に興味や関心を持つ態度」「自然事象への驚きや
畏敬の念を持つ 態度」「知的好奇心を高める態度」

「科学的により深く究明しようとする態度」「事実
を尊重し実証する態度」などの情意面のみなら
ず、「筋道を通して推論する能力」「分析的に判断
する能力」「自ら課題を展開する能力」「結果を予
想する能力」などの科学的な思考力も身につくと
教師が認識しているとし、林・三崎 (2016) は小
学生が理科の自由研究に取り組む意識が科学的リ

概要：本研究では児童の探究力向上と ESD の効果を検証するために夏休み自由研究に着目して、ユネ
スコスクールの児童の自由研究に対する苦手意識と探究プロセスにみられる課題について調査した。そ
の結果、自由研究を肯定的に捉える児童は４年生に比べ宿題として課される 5、6 年生で減少すること、
取り組む動機が４年生に比べて 5、6 年生で受動的な動機が増加すること、探究プロセスのなかで思考・
判断・表現を伴うステップに課題があることが明らかになった。
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テラシーの習得に関係することを示している。相
葉 (2017) はアンケート調査から学習指導要領が定
める学力の 4 つの評価基準毎に、自由研究に取り
組んだ児童のうち 26.6% が「関心・意欲・態度」、
50.0% が「思考・判断・表現」、46.6% が「技能」、
そして 12.2％が「知識・理解」の力が付いたこと
を児童自身が感じていることを明らかにした。そ
の一方で、鞠子 (2018) が自由研究が義務として
行なっている児童がほとんどで、誰かに示された
研究テーマであることが多いことを指摘し、田口
(2016) が小学生の自由研究のなかで探究的な課題
学習は 17.3％に過ぎないことを示しているように、
必ずしも自らの興味で課題を見つけ解決する探究
になっていないことが課題として挙げられている。

ここまで新・学習指導要領が求める探究的学び
とねらい、探究的学びと自由研究の関係をみてき
たが、次に、探究と ESD の関係について概観する。
今回の学習指導要領の改定は、文部科学大臣の諮
問 ( 文部科学省、2014) とそれに対する中央教育
審議会の初等中等教育分科会教育課程部会が作成
した「次期学習指導要領等に向けたこれまでの審
議のまとめ（報告）」( 中央教育審議会、2016) に
至る議論のプロセスをみる限り、ESD（持続可能
な開発のための教育）が教育・学習モデルの一つ
となっていることは明らかであり、ESD という
単語自体はアクティブラーニングと同様に最終的
に新しい学習指導要領で使われていないものの、
汎用的な学力を習得するための学び方や育成する
資質・能力に反映され、上述の「探究を通して課
題を発見し解決していくために必要な資質・能力
の育成」もそのひとつと捉えることができる。

ESD については 2005 年に始まった「ESD の
10 年」以来、関係省庁が連携して ESD 推進に取
り組み、文部科学省は政策的に ESD の推進拠点
としてユネスコスクールを国内に増やし、その結
果 2023 年 3 月時点で加盟校は 1,115 校となった
( 日本ユネスコ国内委員会、2023)。とくにユネス
コエコパークにあるユネスコスクールには ESD
の推進が期待されている。一方、ESD について
2012 年 9 月に文部科学省及び日本ユネスコ国内
委員会が国内のユネスコスクールの取り組み指針
として「ユネスコスクールガイドライン」を定め、

「持続発展教育 (ESD) を通じて育てたい資質や能
力を明確にし、自分で、あるいは協働して、問題
を見出し解決を図っていく学習の過程を重視した
教育課程を編成するよう努めること」や「総合的

な学習の時間を中心とした教科横断的な指導計画
を立てるなど指導内容を適切に定め、さらに指導
方法の工夫改善に努めること」と示されたように、
ユネスコスクールの数ではなくユネスコスクール
における教育の質の転換が強く求められることと
なった。国内のユネスコスクールは ESD 推進拠
点としてその数を著しく増やしてきたが、同時に
主体的・対話的な学びや探究的学び、教科横断的
学び、総合的な学習の時間を柱としたカリキュラ
ムマネジメントなど新・学習指導要領のモデル校
としても位置付けられ、学校教育の質の向上に先
行して取り組んできた経緯がある。

2021 年度に実施されたユネスコスクール加盟
校を対象としたアンケート調査では、ユネスコス
クール認定後のカリキュラム・教授法の変化につ
いて、56.6% の学校が教科領域を超えて横断的に
取り組むなどカリキュラムマネジメントを工夫す
るようになったと回答し、55.6% が持続可能性に
関する価値観をもとに授業等を見直す機会をも
たらした、52.7% が授業の教材や資料、発問を工
夫するようになったと回答し、その割合は年々
高まっている ( ユネスコ・アジア文化センター、
2021)。しかし、ESD が学校教育の質の向上に効
果があったとした学校は、回答のあった学校のさ
らに半数程度に留まっているのが現状である。ま
た、この調査は学校レベルでのアンケートであり、
園児・児童・生徒レベルの教育効果については詳
細に検討していく必要がある。

そこで本研究では、児童の探究力向上と ESD
の効果を検証するために夏休み自由研究に着目し
て、国内のユネスコエコパークにあるユネスコス
クールの児童が自由研究に対して抱く意識の実態
と自由研究における児童の探究プロセスにみられ
る課題について明らかにする。

２．方法　　
本研究では自由研究を探究的学びの場と位置づ

け、探究プロセスを①テーマ決め、②予想を立て
る、③方法を考える、④調べる、⑤結果からわか
ることを考える、⑥自由研究をまとめる、⑦発表
する、の７つのステップに分類して調査・分析を
行なった。詳細は下記の通りである。

自由研究に対する児童の意識調査

自由研究に対する児童の意識の実態を明らかに
するため、自由研究を宿題と課している宮崎県内
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の小学校の児童を対象とするアンケート調査を実
施した。調査項目は、1) 自由研究に対する印象
や苦手意識、2) 去年の自由研究への取り組みの
有無、3) 具体的な内容、4) 主体的な取り組み方、5) 
取り組まなかった理由、6) 今年の自由研究への
意欲などについて質問を行った。質問は選択式と
記述式とし、選択式の中の一部は複数回答ありと
した。

調査対象は小学校の 4 〜 6 年生の児童とし、
2021 年 7 月の第１週にユネスコエコパークにあ
るユネスコスクールに加盟している A 小学校の
児童 4 〜 6 年生を対象にアンケート調査を行った。
尚、A 小学校では５年生以上に自由研究を宿題と
して課しているため、６年生のほとんどは自由研
究に取り組んだ経験があるが、５年生はこの夏は
じめて宿題として全員が取り組むこととなり、４
年生は興味のある児童のみが取り組むこととなる。

３．結果
(1) 自由研究に対する児童の意識

アンケートの調査対象人数は第 4 学年 77 名、
第 5 学年 54 名、第 6 学年 81 名の計 212 名で、有
効な回答人数は、第 4 学年 54 名、第 5 学年 45 名、
第 6 学年 75 名の計 174 名であった。

自由研究に対して肯定的な印象を持つ児童は
174 名中 124 名 (71.3％ )、否定的な印象を持つ
児童は 50 名 (28.7％ ) であった。学年別で見ると、
肯定的な印象と否定的な印象はそれぞれ、第 4 学
年 46 名 (85.2％ ) と 8 名 (14.8％ )、第 5 学年 30 名
(66.7％ ) と 15 名 (33.3％ )、第 6 学年 48 名 (64.0％ )
と 27 名 (36.0％ ) であった ( 図 1)。

図１　自由研究に対する児童の意識

次に、自由研究での探究プロセスに対する苦手
意識について学年ごとにみていく ( 図 2)。

図２　探究ステップ毎の苦手意識

回答数が多い順に、4 年生では「発表する」25
名 (46.3％ )、「テーマ決め」19 名 (35.2％ )、「自由
研究をまとめる」18 名 (33.3％ )、「結果からわか
ることをまとめる」17 名 (31.5％ ) となり、5 年生
では 23 名 (51.1％ ) が「発表する」、21 名 (46.7％ )
が「自由研究をまとめる」、20 名 (44.4％ ) が「テー
マ決め」、19 名 (42.2％ ) が「方法を考える」と回
答し、6 年生では 37 名 (49.3％ ) が「テーマ決め」、
34 名 (45.3％ ) が「発表する」、27 名 (36.0％ ) が「方
法を考える」、25 名 (33.3％ ) が同数で「結果から
わかることをまとめる」「自由研究をまとめる」と、
学年によって異なるステップに苦手意識を持って
いることがわかる。

(2) 児童の苦手意識の理由

7 つの探究ステップについて苦手と感じる理由
について、「どうしたらよいかわからない」「むず
かしい」「習っていない」「したことがない」「そ
の他（自由記述）」の選択式で質問した結果を探
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究ステップ毎に以下に示す。

1) テーマ決め（図 3）

図 3　苦手な理由（1. テーマ）

どの学年も最も多かったのが「どうしたらいい
か分からない」と感じる児童で、4 年生は 19 名、
5 年生は 16 名、6 年生は 28 名であった。次に多
いのが「むずかしい」であった。４年生、５年生
には「したことがない」と経験の無さを理由にあ
げる児童もみられた。

2) 予想を立てる（図 4）

図 4　苦手な理由（2. 予想）

「どうしたらいいか分からない」と感じる児童
が 4 年生は 8 名、5 年生は 9 名、6 年生は 14 名、「む
ずかしい」と感じる児童が 4 年生は 11 名、5 年
生は 9 名、6 年生は 17 名であった。４年生と５
年生には「したことがない」と経験の無さを理由
にあげる児童もみられた。

3) 方法を考える（図 5）

図 5　苦手な理由（3. 方法）

「どうしたらいいか分からない」と感じる児童
が4年生は10名、5年生は12名、6年生は21名、「む
ずかしい」と感じる児童が 4 年生は 8 名、5 年生
は 14 名、6 年生は 21 名であった。また、「した
ことがない」と経験の無さを理由にあげる児童も
みられた。

4) 調べる（図 6）

図 6　苦手な理由（4. 調べる）

全学年とも苦手と感じる児童は他のステッと比
較して少なく、「どうしたらいいか分からない」
と感じる児童が 4 年生は 5 名、6 年生は 7 名、6
年生は 6 名、「むずかしい」と感じる児童が 4 年
生は 7 名、5 年生は 9 名、６年生は 15 名であった。
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5) 結果からわかることを考える（図 7）

図 7　苦手な理由（5. 結果・考察）

「どうしたらいいか分からない」と感じる児童
が 4 年生は 15 名、5 年生は 12 名、6 年生は 15 名、

「むずかしい」と感じる児童が 4 年生は 11 名、5
年生は 16 名、６年生は 28 名であった。

6) 自由研究をまとめる（図 8）

図 8　苦手な理由（6. 考察）

「どうしたらいいか分からない」と感じる児童
が 4 年生は 15 名、5 年生は 18 名、6 年生は 17 名、

「むずかしい」と感じる児童が 4 年生は 11 名、5
年生は 17 名、６年生は 21 名であった。

7) 発表（図 9）

図 9　苦手な理由（7. 発表）

「どうしたらいいか分からない」と感じる児童
が 4 年生は 18 名、5 年生は 17 名、6 年生は 27 名、

「むずかしい」と感じる児童が 4 年生は 16 名、5
年生は 22 名、６年生は 23 名であった。また、「そ
の他」と回答する児童がどの学年にもみられ、そ
の自由記述をみると「はずかしい」という理由が
9 名、「緊張する」が 4 名であった。

(3) 自由研究に対する児童の主体性について

1) 昨年度の自由研究の取り組み
昨年度に自由研究をした児童は、174 名中 84

名 (48％ )、しなかった児童は 91 名 (52％ ) であっ
た。学年別で見ると、自由研究をした児童は４年
生 8 名 (15％ )、５年生 3 名 (7%)、６年生 72 名 (96％ )
であった。しなかった児童は 4 年生

46 名 (85％ )、５年生 42 名 (93％ )、６年生 3 名
(4%) であった ( 図 10)。

図 10　昨年度の自由研究への取り組み

2) 探究プロセスへの主体的取り組み
図 11 に自由研究に取り組んだ児童のテーマの

決め方を示している。４年生、５年生、６年生に
ついてそれぞれ、「実験キットの購入」は 3 名、2
名、1 名と少なく、「インターネット」が 1 名、0 名、
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8 名と６年生で多く見られ、「おうちの人と」が 2
名、1 名、26 名となり、回答した６年生の 45.6%
の児童が家族と相談して決めていた。一方、「自
分で決めた」は４年生で 3 名、５年生で 0 名、６
年生で 22 名と回答した６年生の 38.6% の児童が
自分でテーマ設定をしていた。

図 11　テーマの決め方

図 12 に方法の決め方を示す。４年生、５年生、
６年生についてそれぞれ、「実験キットの購入」
は 1 名、1 名、2 名と少なく、「インターネット」
が 0 名、0 名、12 名と６年生で多く見られた。「お
うちの人と」がそれぞれ 3 名、2 名、27 名で、回
答した６年生の 45.8% の児童が家族と相談して決
めていた。

一方「自分で決めた」が４年生の 3 名、５年生
の 0 名に対し、６年生で 22 名と 38.6% が一人で
テーマ設定をしていることがわかる。

図 12　方法の決め方

3) 自由研究をしなかった理由
図 13 に自由研究をしなかった児童の理由を示

す。
４年生と５年生でそれぞれ、「むずかしい」が

27 名と 21 名、「何を調べたらよいかわからない」
が 20 名と 23 名、「どうやって調べたら良いかわ
からない」が 13 名と 15 名、「どのようにまとめ
たらよいかわからない」が 17 名と 12 名と、探究
プロセスに課題がある児童が多くみられた。ま
た、「時間がない」という回答が４年生で 24 名と
５年生で 16 名、「使いたい道具がない」がそれぞ
れ 13 名と 9 名と、物理的制約を理由としてあげ
る児童も比較的多くみられ、「宿題ではないから」
という受動的な回答も 4 年生で 16 名、５年生で
13 名みられた。一方、「興味がない」は４年生で
14 名、５年生で 12 名、「調べることが好きでは
ない」は４年生で 8 名、５年生で 7 名という比較
的少ない結果となった。

図 13　自由研究をしなかった理由
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4) 今年度の自由研究の取り組み（図 14）

図 14　今年度の自由研究の取り組み

今年度に自由研究を行おうと思っている児童は、
174 名中 136 名 (78％ ) で、行わないと思ってい
る児童は 38 名 (22％ ) であった。学年別で見ると、
行おうと思っている、行わないと思っている児童
はそれぞれ、４年生が 27 名 (50％ ) と 27 名 (50％ )、
５年生が 41 名 (91％ ) と 4 名 (9%)、６年生が 68
名 (91％ ) と 7 名 (9%) であった。

次に、今年度自由研究に取り組む理由を図 15
に示す。「宿題だから」という受動的理由は４年
生で 2 名、５年生で 23 名、６年生で 37 名となった。
それに対して主体的理由の「面白そうだから」は
４年生で 7 名、５年生で 13 名、６年生で 14 名と
なり、「やってみたいから」は４年生で 17 名、５
年生で 9 名、６年生で 16 名という結果になった。

図 15　自由研究に取り組む理由

４．考察
本研究では、自由研究に対する印象は４年生

で 85% が肯定的であるのに対し、5、6 年生では
65％程度に減少し否定的な児童が増加した。その
一方で、今年度は自由研究に取り組むと回答する
児童が５、6 年生で増え、その半数の児童が宿題
を取り組む理由としていることから、４年生まで
は自由研究が任意であり自己の興味関心を動機と

して主体的に取り組んでいるのに対して、５年生
から自由研究が宿題となることで義務という意識
が強くなり受動的に取り組む児童が増加すること
を示している。

自由研究に対する印象が否定的になるのは単に
宿題だけが原因ではなく自由研究への苦手意識が
大きな原因であると考えられる。苦手意識につい
ては、本研究の結果、7 つの探究ステップの中で

「調べる」という活動のステップを苦手と感じる
児童がどの学年も少ないのに対して、「テーマを
決める」「予想を立てる」「方法を考える」「結果
からわかることを考える」「自由研究をまとめる」
といった思考・判断を伴うステップに苦手意識を
感じる児童が多いことが明らかになり、今村ら
(2016) の演繹的思考を苦手とする結果と一致して
いる。また「自由研究をまとめる」と「発表」と
いう表現に関するステップについても苦手意識が
強く、今回の学習指導要領で整理された学力の 3
要素のなかの思考・判断・表現に課題があること
が明らかになった。

平成 20 年の学習指導要領の改訂により、これ
まで「技能・表現」としていた、例えば社会科で
資料から情報を集めてまとめることは表現ではな
く「技能」とされ、「表現」は思考・判断をした
過程や結果を表出することを示すものと明確に定
義され、「思考・判断・表現」が一体化したイメー
ジで捉えるように大きな転換がなされた（国立教
育政策研究所、2011）。したがって、今回の結果
が示すような探究プロセスの思考・判断を伴うス
テップに苦手意識があるのであれば、必然的に表
現のステップにも影響が出てくることが考えられ
る。発表することが恥ずかしいとか緊張するとい
う記述が多くみられたことは、「表現」に関して、
どの児童の発言も受け入れられる環境が教室にあ
るか否かの環境が要因であることを示しているが、
それよりも思考・判断から表現へ至るプロセスに
課題があることが根本的な原因としてあり、その
ことが環境と相まって発言に自信を持てず苦手意
識が強化され、さらによりよく発表したいという
意識を持ちにくい状況になっている可能性が考え
られる。この状況で発表の技術的なトレーニング
だけをしても思考・判断の表出として表現する資
質・能力が育まれることは期待できない。

また、今年度自由研究に取り組む理由として４
年生のほとんどと 5、６年生の約半数が面白そう
とかやってみたいという主体的な理由をあげてい
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ることは、鞠子 (2018) の義務が 80% を占めると
いう結果よりも主体的に取り組んでいることが期
待できる。しかし、「調べる」ことに苦手意識が
少ないが、その他の思考・判断を伴うステップに
苦手意識があることを考慮すると、単に活動とし
て面白いとかやってみたいと感じるだけで、探究
や主体的学びの本質的なモチベーションとなる謎
解きの面白さ、つまり知的好奇心によるものでは
ない可能性も十分に想定される。初めは活動の楽
しさから取り組むことが大切だが、それを知的探
究の面白さにまで高めていく指導が必要となる。

理科教育の目的のひとつが、仮説検証を繰り返
しながら課題解決に挑み続ける「探究力」のよう
な、いわゆる汎用的な資質・能力の育成にあると
すれば、大前（2019）が指摘するように、教育現
場での理科教育が内容の定着に留まり、児童の探
究力の育成に至っていない可能性が考えられる。
本来、理科や総合的な学習の時間では探究的学び
が他教科よりも重視されており、普段の学習の中
で探究プロセスを経験しているはずであるが、自
由研究という自主的に探究を進めなければならな
い課題になると普段の学習の成果を活用すること
できていない状況をみると探究スキルが十分に習
得できていないと解釈することは妥当であると考
える。教科としての理科は一定量の知識を限られ
た時間内で習得する必要があるため、理科で仮説
検証という基本的な探究の仕方を習得し、総合的
学習や自由研究を探究の実践場とすることが探究
スキルを育成する合理的な方法と考えられる。本
研究の結果も、経験不足や探究プロセスの理解が
できていないために「どうしたらいいかわからな
い」や「むずかしい」など苦手意識が生じている
可能性があるので、児童が探究プロセスを理解し
経験を重ねるような働きかけが必要となる。この
ような観点から著者は、ESD の視点を持って小
学校の総合的な学習の時間に科学的で教科横断
的、そして探究的な要素を取り入れた授業改善に
20 年前から現場教師とともに取り組み ( 遠藤ら、
2012；遠藤ら、2013；遠藤ら、2014)、ESD の推
進拠点と位置付けられるユネスコエコパークにあ
るユネスコスクールでも同様の取り組みを続けて
いる ( 遠藤ら、2015；遠藤ら、2016)。これらの取
り組みをするなかで教育現場で探究があまり重視
されていない現状に直面したことから、大学まで
に探究プロセスを十分に経験する機会が無かった
ために探究スキルが育成されないまま教員になり、

その指導スキルを習得していない人も多いことが
考えられた。そのため、教員志望者の探究プロセ
スの理解と指導力の向上に取り組むことが教員養
成大学でも不可欠となり、とくに理科を専門とし
ない教員志望者が大半を占める本学のような大学
では、教員志望者の探究力と探究指導力の向上が
大きな課題となる。

これらの課題に対処するため、著者は教員志望
学生の探究スキルと指導力向上と児童の探究スキ
ル育成の両立を目的として、2019 年より小学生
を対象とした夏休み自由研究相談会を開催してい
る。この相談会は学生が児童との対話を通して探
究プロセスを児童自身が進めることができるよう
にサポートするもので、こちらのアイディアを提
供せずに児童の思考を整理する経験を通して、教
員志望者の探究の指導法を経験的に学ぶもので、
学生が探究について深く考える格好の機会となっ
ている。その報告は別の機会に譲ることとする。
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